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 今の職場では数名の障がい者がいるが、同性は自
分ひとりで話せる人が少ない。

 困り事

 要望

1. 通所先のスタッフとの相性が悪い時、困
る。

2. 入社前の合理的配慮事項のすり合わせ
がないため、本人・企業ともに不安。

3. 企業側に障がい者雇用のノウハウがない。

4. 会社の中で障がい者は同性がいない。話
せる人がいないのでさみしい。

5. 会社の悩みは、親に話すと怒られるので
悩んでいる。

6. 仕事で困った時の相談先に困っている。

1. A型事業所からも合同説明会の情報がほしい。

2. 慣れない企業への環境整備、合理的配慮などのノウハウ
支援を行ってほしい。

3. 職場で話せる仲間がほしい。

 合同説明会の情報など就職活動に関する
情報がA型事業所から得られなかった。

 今の職場では病院に行って
いることも言いづらい。

 上司からは自分から話をしないか
ら良くないんだと注意を受けた。

 きょうだいが正月に会いに来るので、一緒にホテル
で蟹を食べに行く。

就職活動や定着支援、就労上のモチベーション

A型から一般就労することへの難しさ

職場に話が出来る人がいない

自分で稼いだお金でお年玉をあげたい
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 初めての障がい者雇用の企業ではどのような配
慮や体制を整えたら良いかわからないように見
える。

 父親が40年前に亡くなり、母も高齢で施設へ。

 就ポツの担当者が変わり、新しい方に、話し相手が
いないとはまだ言えていない。

 A型では利用者の目標に向けた支援がな
されていないように感じた。

 甥っ子や姪っ子にお年玉をあげたいので、頑張って
仕事をして稼いでいる。

 A型事業所からも合同説明
会の情報がほしい。

 慣れない企業への環境整備、
合理的配慮などのノウハウ
支援を行ってほしい。

 職場で話せる仲間がほしい。
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 ヘルパーさんなどの人材不足。50代
のヘルパーばかりで若いヘルパーさ
んがいない。今後大丈夫か不安にな
る。

 警察沙汰になったとき、警察官：「この子よ
う見るわ」被害者：「この道通らんとってほ
しい」→これこそ「地域で支える」ではない
のか？もっと理解をしてほしい。

 家族で支えていても、1年に1回は
「もう無理」と思って入所施設を見に
行くが、預ける場所がない。

 近所に住んでいるからと
言ってそうそう簡単につ
ながれる時代ではない。

 困り事

 要望

1. 障がいのある人の自立した生活はどうし
ていったらいいのか？

2. 障がい理解が不足していると感じる。

3. 自分が居なくても持続可能な生活をした
いが、人手不足が深刻。

4. 施設の数とクオリティが足りていない。

5. 小学校と中学校のカベがある。

1. 地域の支援力をアップして地域で支える支
えられるようになってほしい。

2. 好きなことを伸ばす場所（水泳とか）が増え
てほしい。

3. まちの人にASDってなに？てんかんて何？
を知ってほしい。

 ショート利用すればいいと言われても
簡単ではない。送迎は親だとなんの
ためのショート？って思う。

 小学校と中学校で支援力に差がある。

 入所施設でもお断りしなければなら
ない状況。量が確保できないなら質
でカバーする努力をしている。離職者
を減らしたい。

 学校の選択はフラットであってほしい。地域の
学校と支援学校では壁があると思う。

• 入所施設をオープンにして
知ってもらいたい。連携して
いきたい。

• ケーブルTVで施設を紹介
（J-Com）

• 事業所でお祭りをしては

• 障がいがあっても利用でき
る場所リストの作成

• 学校えらびについ
て先輩ママの勉強
会や対談会を実施。

 学校でも“人”の課題、力量の差があるように感じる。

 好きなことを伸ばせる場がほしい。

 インクルーシブ。本人も周りも育つ。

 ヘルパーと利用したい人と
のマッチング

 職員募集などにマッチング
の仕組み

障がいのある人が地域で生活をしていくために

親なき後、どう生活していけばいい？

地域の支援力を上げていかなければ

教育
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 高齢の親がいなくなったら後の介助
は誰がするんだろう。

 外国人ヘルパー
さん来てもらって
も、持続性は大丈
夫？

当日資料４
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 低学年は手厚いが高学年になると急に
減ってくるように感じ不安。

 学童がなくなったあと（中学校以上）、就労
終わった後（１８歳以上）になると居場所が
なくなる。

 芦屋のインクルーシブって何？

 災害時にも安心して預かって
もらえる場所が欲しい。

 困り事

 要望

1. 地域に利用できそうな居場所があっても
活用できていない。

2. 障がいのある人と一般の人が話せる、過
ごせる場がない。

3. 昔と違って働く母が増えている。放デイ
支給量や社会資源のあり方を考え直して
ほしい。

4. 教育の仕組みを先生から母に伝わりきれ
ていない。

5. 支援の考え方について学校側の思いと
母の思いが違っている。

6. 社会に出るためのスキルを学ぶ場がない。

1. 中学生でも利用できる学童を作ってほしい。

2. 受給者証がなくても利用できる居場所がほしい。

3. 社会に出るためのソーシャルスキルを学ぶ場がほしい。

 小学校と中学校で支援力に差を感じている。

 学校の選択はフラットであってほしい。地
域の学校と支援学校では壁があると思う。

 学校でも“人”の課題、力量の差があるよ
うに感じる。

 放デイの支給量が少ない。

 インクルーシブ。本人も周りも育つ。

 学校の思いと保護者の
思いの違い・すれ違い。
教育の仕組みを先生か
ら保護者に伝える機会は
どのように設けられてい
るのか。

 仲間や先輩パパママと
マッチングできる仕組み。
あしやねっとの活用。

 グループホームが少ない。

 母が正職で働き続けられるサ
ポートがない。

 つながっていればいいと思う。仲間内で
分かってもらえるのがいい。

親の不安（安心安全が欲しい）・親の理解（情報）不足・地域の資源不足

学校での支援・社会に出るためのスキル

居場所

つながり

9/17 第3回 座談会まとめ

 本人が困ってなければいいのか？周りに
迷惑をかけない、配慮するスキルも必要。

 社会に出るには本人が発信できるスキル
も必要。

 サッカー部に所属。自分にもたくさん出
場機会を与えてくれた。健常者と同じよ
うに接してくれたことが良かった。

 地域にあっても活用され
ていない。
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グループ1

・インクルーシブ教育っているの？
・どうして芦屋市の放デイ支給決定
日数は他市より少ないの?
・成人が通える他市の事業所情報
もあれば良いのに。

困りごと

ニーズ・要望

施設（通所先）が少ない。

つむぐ広場のような
居場所がほしい。

放課後等デイサービスの
支給量が少ない。

障がい者にとっての『やさしいまち』を知る・学ぶ

近く（市内）の事業所に
通いたい。

・婚活情報が欲しい
・“つながり”の輪を
増やしたい。

・つむぐ広場のような居場所がほしい。
・市内に通所施設が少ない。
・放デイサービスの支給量が少ないの
で、放課後に行く場がない。
・市内に成人の通える事業所が少ない。

“つながりの輪”が増え
るような情報がほしい。

★“なぜこのような仕組みになっているのか”
を知ってもらうといいのかも。

★相談支援や支給日数の決定についての
仕組みを当事者や家族にもっと知って
もらう機会があれば良いのかも。

居場所が欲しい

現在の仕組みやルールに
関する正しい情報が欲しい

『繋がる』ための
情報が欲しい

★まるっと説明会など情報提供の場の
ブラッシュアップができればよいのかも。

★当事者ニーズをもっと理解できるように、
相談員がブラッシュアップ（スキルを高める）
ことができたらいいのかも。

『知る』『学ぶ』場があれば解決するかも

目安箱・アンケートまとめ
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困りごと

•安心して就労できる事業所
安心して暮らせるグループホーム

•環境の整った、安心して利用できる。

•次のステップに行くとき（進学・就
職など）不安。

•親なき後の心配

•先の見えない将来の不安。

•インクルーシブもいいけど、
個々の支援もしてほしい。

•芦屋ならではのインクルーシ
ブを作ってほしい。

•勉強がよくわからなくても参
加していて楽しい授業。

•シェアハウスの作り方を教え
て！サポートして！

• 仕事の不安。就職できる
かな。

• 漠然とした将来に対す
る不安がある。

ニーズ・要望

• 資源を増やしてほしい。

安心が欲しい

芦屋には資源が
足りていない

芦屋独自のインクルーシブとは

• 芦屋ならではのインク
ルーシブを作ってほしい。

仲間づくり・マッチングの仕組みがあれば

• 土地・空き家を活用する。
• あしやねっと♪を活用した仕組み。

保護者向けの勉強会があれば

• 将来に向けての不安に対して、今の
うちから準備できるようにする。

グループ2

不安・心配を払拭したい。知ることで不安がなくなるかも

目安箱・アンケートまとめ
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つなぎの支援 移行・
ステージが変わるとき

• 「今がしんどくて、今この時だけ支
援が必要。」というときに、タイム
リーに援助がいる。
•今学校に行けない子の進路の準備
•就労移行支援を知りたい。
•小さい子の成長、その後がわから
ない。その後を知った上で小さい
子の支援をしたい。就労に向けて
考えたい。
•今の自分の楽しさも大事では。人
生をいきいきとその時を楽しむこ
と。バランスが大事。

18歳 高校の時

• 「仕事」を知るのっていつ？何歳？
•作業を身につける授業がマッチする人も
いる。
•軽度の人は？
～高校卒業後の進路先の例～
•就職
•職業訓練校1年
•生活訓練+就労移行（大学っぽいイメージ
で4年）→芦屋にもあったらいいのに
就労の準備・作業のスキル・やる気・
マナー・生活リズム・好きなこと興味
あること

•選択肢が増えたら。

・卒業後の居場所がほしい

・中学生になるとき、18歳以降等の切
り替わりの時、保護者の負担感が少な
くなったらいいのに。

・送迎の社会資源がほしい。
西宮は送迎のしくみが変わったと聞

いた。詳しく知りたい。

・芦屋でも高校卒業後、4年の施設があ
ればいいのに。

・１８歳の壁。パートに行けない。
・送迎を18歳以降しないといけない。
・進路が限定されている。
・ファミサポの年齢制限。
・中学生になると学童保育がなくなる。
・夏休みになると働く親の負担が増える。
・目を離している間に警察通報があったら・・・
・進路の決定にあたっては、学校ごとに支援
の仕方が違う。先生によっても違う。

ニーズ・要望

アンケートは
悲鳴だと思う

進路が限定されていると感じる。
芦屋に資源が少ない？

支給量のこと

幼稚園から18歳、概ね20代までの進路について
・芦屋で送迎の保障を考える
・芦屋で18歳以降の進路の幅が広がるための資源を考える
・ステージの変わる際の課題に対応する支援者がお互いの支援を知る機会 制度の問題で

はあるが・・・

グループ3

期待：
アンケートで地域のニー
ズ、困りごとが協議会に
伝わり、解決に向かう。
みんながそれぞれ主人公。
選択肢が増えたらいい。

困りごと

つなぎ目で不安・負担

•ファミサポの年齢制限。
•学童保育の年齢制限。
•放デイの時間の長さ。
• 18歳以降とのサービス
内容の違い。利用時間の
違い。送迎の有無。

「働き続けたいのに、
難しい」
というお母さんの声 お父さんも？

不登校のこ
どもの進路
の支援

18歳。芦特の場合とそう
でない場合で
進路指導の違いがある

進路の支援をするなら、児
童の支援者も、就労に関す
る成人の制度やそのサー
ビス（目的や支援方法）を
知りたい。

進路や将来を見据え
た支援も大事だが、
今をいきいきと楽し
むことも大事では？

目安箱・アンケートまとめ


